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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が、無線基地局に対して、搬送波周波数が異なる複数のキャリアを用いて上り信
号を送信する移動通信方法であって、
　前記無線基地局が、前記複数のキャリアのグループ毎に識別情報を割り当てる工程と、
　前記無線基地局が、前記移動局に対して、前記識別情報によって送信タイミング調整情
報を指定するＭＡＣレイヤにおけるＣｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔを送信する工程と、
　前記移動局が、受信した前記Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔから抽出した前記識別情
報によって指定される前記送信タイミング調整情報に基づいて、前記複数のキャリアにお
ける上り信号の送信タイミングを調整する工程とを有することを特徴とする移動通信方法
。
【請求項２】
　移動局から、搬送波周波数が異なる複数のキャリアを用いて送信された上り信号を受信
するように構成されている無線基地局であって、
　前記複数のキャリアのグループ毎に識別情報を割り当てるように構成されており、
　前記移動局に対して、前記識別番号によって送信タイミング調整情報を指定するＭＡＣ
レイヤにおけるＣｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔを送信するように構成されていることを
特徴とする無線基地局。
【請求項３】
　無線基地局に対して、搬送波周波数が異なる複数のキャリアを用いて上り信号を送信す
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るように構成されている移動局であって、
　前記無線基地局から、ＭＡＣレイヤにおけるＣｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔを受信す
るように構成されている受信部と、
　受信した前記Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔから抽出した識別情報によって指定され
る送信タイミング調整情報に基づいて、前記複数のキャリアにおける上り信号の送信タイ
ミングを調整するように構成されている送信部とを具備しており、
　前記識別情報は、前記無線基地局によって前記複数のキャリアのグループ毎に割り当て
られるように構成されていることを特徴とする移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法、無線基地局及び移動局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰで使用かが進められているＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式では、「ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）」
についての検討が進められている。
【０００３】
　移動局ＵＥは、ＣＡを行っている場合には、無線基地局ｅＮＢに対して、搬送波周波数
が異なる複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ（ＣＣ）」を用いて上り信号を送
信するように構成されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＲ３６.８１４　ｖ１.５.０
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＲ３６.３２１　ｖ９.１.０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、移動局ＵＥが、図１に示すように、カバレッジが異なるセル（例えば、
セル＃１及びセル＃１１）における「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ（例えば、Ｃ
Ｃ＃１及びＣＣ＃１１）」を用いたＣＡを行う場合や、図２に示すように、リピータが用
いられていないセル＃１における「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ（例えば、ＣＣ
＃１）及びリピータ＃２が用いられているセル＃２における「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａ
ｒｒｉｅｒ（例えば、ＣＣ＃２）」を用いたＣＡを行う場合には、無線基地局ｅＮＢにお
ける上り信号の受信タイミングが、「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」ごとに大幅
にずれてしまう場合があるという問題点があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、ＣＡが行われている場合
であっても、無線基地局ｅＮＢにおける上り信号の受信タイミングを一定範囲内に収める
ことができる移動通信方法、無線基地局及び移動局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の特徴は、移動局が、無線基地局に対して、搬送波周波数が異なる複数の
キャリアを用いて上り信号を送信する移動通信方法であって、前記無線基地局が、前記移
動局に対して、前記複数のキャリアの各々に対して適用する送信タイミング調整情報を送
信する工程Ａと、前記移動局が、受信した前記送信タイミング調整情報に基づいて、前記
複数のキャリアの各々における上り信号の送信タイミングを調整する工程Ｂとを有するこ
とを要旨とする。
【０００８】



(3) JP 5156765 B2 2013.3.6

10

20

30

40

50

　本発明の第２の特徴は、移動局から、搬送波周波数が異なる複数のキャリアを用いて送
信された上り信号を受信するように構成されている無線基地局であって、　前記移動局に
対して、前記複数のキャリアの各々に対して適用する送信タイミング調整情報を送信する
ように構成されている送信部を具備することを要旨とする。
【０００９】
　本発明の第３の特徴は、無線基地局に対して、搬送波周波数が異なる複数のキャリアを
用いて上り信号を送信するように構成されている移動局であって、前記無線基地局から、
前記複数のキャリアの各々に対して適用する送信タイミング調整情報を受信するように構
成されている受信部と、受信した前記送信タイミング調整情報に基づいて、前記複数のキ
ャリアの各々における上り信号の送信タイミングを調整するように構成されている送信部
とを具備することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように、本発明によれば、ＣＡが行われている場合であっても、無線基地
局ｅＮＢにおける上り信号の受信タイミングを一定範囲内に収めることができる移動通信
方法、無線基地局及び移動局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動局の機能ブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る移動局による上りリンク信号の送信タイミングを
説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至及び図５を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成
について説明する。
【００１３】
　本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通信シス
テムであって、移動局ＵＥによるＣＡを可能とするように構成されている。
【００１４】
　例えば、本実施形態に係る移動通信システムは、図１に示すような構成であってもよい
し、図２に示すような構成であってもよいし、その他の構成であってもよい。
【００１５】
　図１に示す構成では、無線基地局ｅＮＢ配下に、マクロセルとして、セル＃１やセル＃
２やセル＃３等が設けられており、張り出しセルとして、セル＃１１やセル＃１２やセル
＃２１やセル＃３１やセル＃３２等が設けられている。
【００１６】
　ここで、セル＃１１及びセル＃１２は、セル＃１のカバレッジ内に設けられており、セ
ル＃２１は、セル＃２のカバレッジ内に設けられており、セル＃３１及びセル＃３２は、
セル＃２のカバレッジ内に設けられている。
【００１７】
　また、セル＃１では、ＣＣ（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）＃１が用いられて
おり、セル＃２では、ＣＣ＃２が用いられており、セル＃３では、ＣＣ＃３が用いられて
おり、セル＃１１では、ＣＣ＃１１が用いられており、セル＃１２では、ＣＣ＃１２が用
いられており、セル＃２１では、ＣＣ＃２１が用いられており、セル＃３１では、ＣＣ＃
３１が用いられており、セル＃３２では、ＣＣ＃３２が用いられている。
【００１８】
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　例えば、ＣＣ＃１やＣＣ＃２やＣＣ＃３は、２ＧＨｚ帯内の搬送波周波数を持つ「Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」であり、ＣＣ＃１１やＣＣ＃１２やＣＣ＃２１やＣＣ
＃３１やＣＣ＃３２は、３.５ＧＨｚ帯内の搬送波周波数を持つ「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　
Ｃａｒｒｉｅｒ」であってもよい。
【００１９】
　例えば、「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の帯域幅は、６ＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）、１５ＲＢ、２５ＲＢ、５０ＲＢ、７５ＲＢ又は１００ＲＢのいずれ
かであってもよい。なお、１ＲＢは、１８０ｋＨｚである。
【００２０】
　また、図２に示すよう構成では、無線基地局ｅＮＢ配下に、マクロセルとして、セル＃
１やセル＃２等が設けられている。セル＃１では、ＣＣ＃１が用いられており、セル＃２
では、ＣＣ＃２が用いられている。
【００２１】
　例えば、ＣＣ＃１及びＣＣ＃２は、共に、２ＧＨｚ帯（又は３.５ＧＨｚ帯）内の搬送
波周波数を持つ「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」であってもよい。或いは、ＣＣ
＃１は、２ＧＨｚ帯（又は、３.５ＧＨｚ帯）内の搬送波周波数を持つ「Ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」であり、ＣＣ＃２は、３.５ＧＨｚ帯（又は、２ＧＨｚ帯）内の
搬送波周波数を持つ「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」であってもよい。
【００２２】
　ここで、セル＃１には、リピータ（すなわち、ブースタ）が設けられておらず、セル＃
２には、リピータ＃２が設けられている。
【００２３】
　図３に示すように、無線基地局ｅＮＢは、受信部１１と、送信部１２と、ＴＡ管理部１
３と、ＣＡ制御部１４とを具備している。
【００２４】
　受信部１１は、移動局ＵＥから、搬送波周波数が異なる複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　
Ｃａｒｒｉｅｒ」におけるＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ
　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して送信された上りデータ信号又は上り制御信号を受信するよう
に構成されている。
【００２５】
　ＣＡ制御部１４は、各移動局ＵＥについてＣＡを行っているか否かについて管理するよ
うに構成されている。
【００２６】
　ＴＡ管理部１３は、ＣＡを行っている各移動局ＵＥで用いられている各ＣＣに対して適
用すべきＴＡ（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｄｅ、送信タイミング調整情報）の割り当て及
び管理を行うように構成されている。
【００２７】
　ここで、ＴＡ管理部１３は、ＣＡを行っている各移動局ＵＥ内の同一の受信機（ＩＦＦ
Ｔ：Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ、逆フーリエ変換
器）によって処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」に対して、同一
のＴＡを割り当てるように構成されていてもよい。
【００２８】
　すなわち、ＴＡ管理部１３は、「ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」のみを行っている移動
局ＵＥに対しては、１つのＴＡのみを割り当てるように構成されていてもよい。ここで、
「ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」は、１つの受信機（ＩＦＦＴ）によって処理されるＣＡ
である。
【００２９】
　同一の受信機（ＩＦＦＴ）で処理される「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」では
、別々のＴＡを用いると「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」に跨ったＯＦＤＭサブ
キャリア間の直交性が保てなくなるため、同一のＴＡを用いる必要がある。従って、上述
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のような構成となる。
【００３０】
　一方、ＴＡ管理部１３は、ＣＡを行っている各移動局ＵＥ内の異なる受信機（ＩＦＦＴ
）によって処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」に対して、異なる
ＴＡを割り当てるように構成されていてもよい。
【００３１】
　すなわち、ＴＡ管理部１３は、「ｎｏｎ-ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」を行っている
移動局ＵＥに対しては、「ｎｏｎ-ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」の対象である複数の「
Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々に対して独立にＴＡを割り当てるように構
成されている。ここで、「ｎｏｎ-ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」は、複数の受信機（Ｉ
ＦＦＴ）によって処理されるＣＡである。
【００３２】
　送信部１２は、ＣＡを行っている移動局ＵＥに対して、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　
Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々に対して割り当てられているＴＡを送信するように構成されてい
る。
【００３３】
　また、送信部１２は、ＣＡを行っている移動局ＵＥに対して、「ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤ」における「ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅ
ｎｔ）」によって、上述のＴＡを送信するように構成されていてもよい。
【００３４】
　なお、送信部１２は、ＣＡを行っている移動局ＵＥに対して、「アンカーキャリア（Ａ
ｎｃｈｏｒ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」を介して、上述のＴＡを送信するように構成されていて
もよい。
【００３５】
　ここで、アンカーキャリアとは、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」のう
ち、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）信号が送信されるキャリアと定義されていてもよいし、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ＨＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）信号が送信されるキャリアと定義
されていてもよいし、「Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ」が適
用される下り信号が送信されるキャリアと定義されていてもよいし、「Ｓｅｍｉ-ｐｅｒ
ｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ」が適用されるＰＵＳＣＨ信号（上りデータ信号
）に対するＰＨＩＣＨ信号が送信されるキャリアと定義されていてもよいし、ページング
信号が送信されるキャリアと定義されていてもよいし、ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）信号が送信されるキャリアと定義されていてもよいし
、測定（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）が行われるキャリアと定義されていてもよい。或いは
、アンカーキャリアの定義は、上述した定義の組み合わせにより定義されていてもよい。
【００３６】
　なお、上述のＤＣＣＨ信号には、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ（測定報告
）」や、「Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ハンドオーバ指示信号）」や、「Ｈａｎ
ｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ（ハンドオーバ完了信号）」が含まれていてもよい。
【００３７】
　また、「アンカーキャリア」は、「メインキャリア（Ｍａｉｎ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」と
呼ばれてもよい。
【００３８】
　なお、送信部１２は、ＣＡを行っている移動局ＵＥに対して、アンカーキャリア以外の
任意のキャリアを介して、上述のＴＡを送信するように構成されていてもよい。
【００３９】
　また、送信部１２は、個別制御信号或いは報知信号によって、上述のＴＡを送信するキ
ャリアを指定するように構成されていてもよい。
【００４０】
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　図４に示すように、移動局ＵＥは、ＴＡ受信部２１と、送信部２２とを具備している。
【００４１】
　ＴＡ受信部２１は、無線基地局ｅＮＢから、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉ
ｅｒ」の各々に対して適用するＴＡを受信するように構成されている。
【００４２】
　ここで、ＴＡ受信部２１は、受信した「ＭＡＣレイヤ」における「ＴＡ　Ｃｏｍｍａｎ
ｄ」を指示する「Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ」から、上述のＴＡを抽出するように
構成されていてもよい。
【００４３】
　また、ＴＡ受信部２１は、アンカーキャリアを介して、上述のＴＡを受信するように構
成されていてもよい。
【００４４】
　送信部２２は、無線基地局ｅＮＢに対して、搬送波周波数が異なる複数の「Ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」におけるＰＵＳＣＨ又はＰＵＣＣＨを介して上りデータ信号
又は上り制御信号を送信するように構成されている。
【００４５】
　ここで、送信部２２は、ＴＡ受信部２１によって受信されたＴＡに基づいて、複数の「
Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々における上り信号の送信タイミングを調整
するように構成されている。
【００４６】
　なお、送信部２２は、移動局ＵＥ内の同一の受信機（ＩＦＦＴ）によって処理される複
数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々における上り信号の送信タイミング
を同一とするように調整してもよい。
【００４７】
　すなわち、移動局ＵＥが、「ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」を行っている場合には、送
信部２２は、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々における上り信号の
送信タイミングを同一とするように調整してもよい。
【００４８】
　一方、送信部２２は、移動局ＵＥ内の異なるの受信機（ＩＦＦＴ）によって処理される
複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々における上り信号の送信タイミン
グを別々に調整してもよい。
【００４９】
　すなわち、移動局ＵＥが、「ｎｏｎ-Ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」を行っている場合
には、送信部２２は、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々における上
り信号の送信タイミングを別々に調整してもよい。
【００５０】
　具体的には、図５に示すように、送信部２２は、各サブフレームにおける基準時点Ｔよ
りも、ＴＡによって指定される時間だけ早い時点で、上り信号を送信するように構成され
ている。
【００５１】
　また、ＣＡを行う搬送波周波数が異なる複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ
」のうち、どの「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」同士が「ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ
　ＣＡ」に該当し、どの「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」同士が「ｎｏｎ-ｃｏ
ｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」に該当するのかが、無線基地局ｅＮＢによって指示されてもよ
い。
【００５２】
　換言すれば、無線基地局ｅＮＢは、「ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」と見なす「Ｃｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」のグループを移動局ＵＥに対して設定することができる
。そして、かかるグループごとに識別番号を割り当て、かかる識別番号に基づいてグルー
プごとに異なるＴＡを指定することができる。
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【００５３】
　また、「ｎｏｎ-ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　ＣＡ」であっても、運用形態によっては、同
一のＴＡを適用することが可能な場合もある。
【００５４】
　したがって、無線基地局ｅＮＢは、同一のＴＡを適用すべき「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃ
ａｒｒｉｅｒ」のグループを移動局ＵＥに対して設定し、かかるグループごとに識別番号
を割り当て、かかる識別番号に基づいてグループごとに異なるＴＡを指定することができ
る。
【００５５】
　ここで、ＴＡ受信部２１は、受信した「ＭＡＣレイヤ」における「ＴＡ　Ｃｏｍｍａｎ
ｄ」を指示する「Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ」から、上述のＴＡ及びＴＡを適用す
べきグループの識別番号を抽出するように構成されていてもよい。
【００５６】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、ＣＡを行っている移動局Ｕ
Ｅで用いられている各ＣＣに対してＴＡを割り当てることができるので、ＣＡが行われて
いる場合であっても、無線基地局ｅＮＢにおける上り信号の受信タイミングを一定範囲内
に収めることができる。
【００５７】
　また、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、「ｃｏｎｔｉｇｕｏ
ｕｓ　ＣＡ」のみを行っている移動局ＵＥに対しては、１つのＴＡのみを割り当てること
によって、余剰なＴＡの送信を回避することができる。
【００５８】
　また、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、同一のＴＡを適用で
きる「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」をグループ化し、グループに対して１つの
ＴＡのみを割り当てることによって、余剰なＴＡの送信を回避することができる。
【００５９】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００６０】
　本実施形態の第１の特徴は、ＣＡを行っている移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮＢに対し
て、搬送波周波数が異なる複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ（例えば、ＣＣ
＃１/ＣＣ＃２/ＣＣ＃３/ＣＣ＃１１/ＣＣ＃１２/ＣＣ＃２１/ＣＣ＃３１/ＣＣ＃３２等
）」を用いて上り信号を送信する移動通信方法であって、無線基地局ｅＮＢが、移動局Ｕ
Ｅに対して、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々に対して適用するＴ
Ａ（送信タイミング調整情報）を送信する工程Ａと、移動局ＵＥが、受信したＴＡに基づ
いて、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々における上り信号の送信タ
イミングを調整する工程Ｂとを有することを要旨とする。
【００６１】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢは、移動局ＵＥ
内の同一の受信機（ＩＦＦＴ）によって処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒ
ｒｉｅｒ」に対して、同一のＴＡを送信してもよい。
【００６２】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢは、移動局ＵＥ
内の異なる受信機（ＩＦＦＴ）によって処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒ
ｒｉｅｒ」に対して、異なるＴＡを送信してもよい。
【００６３】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢは、移動局ＵＥ
に対して、同一のＴＡを適用すべき「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」のグループ
の識別情報及び当該同一のＴＡを送信してもよい。
【００６４】
　本実施形態の第２の特徴は、移動局ＵＥから、搬送波周波数が異なる複数の「Ｃｏｍｐ
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ｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」を用いて送信された上りを受信するように構成されている
無線基地局ｅＮＢであって、移動局ＵＥに対して、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒ
ｒｉｅｒ」の各々に対して適用するＴＡを送信するように構成されている送信部１２を具
備することを要旨とする。
【００６５】
　本実施形態の第２の特徴において、送信部１２は、移動局ＵＥ内の同一の受信機によっ
て処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」に対して、同一のＴＡを送
信するように構成されていてもよい。
【００６６】
　本実施形態の第２の特徴において、送信部１２は、移動局ＵＥ内の異なる受信機によっ
て処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」に対して、異なるＴＡを送
信するように構成されていてもよい。
【００６７】
　本実施形態の第２の特徴において、送信部１２は、移動局ＵＥに対して、同一のＴＡを
適用すべき「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」のグループの識別情報及び当該同一
のＴＡを送信するように構成されていてもよい。
【００６８】
　本実施形態の第３の特徴は、無線基地局ｅＮＢに対して、搬送波周波数が異なる複数の
「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」を用いて上り信号を送信するように構成されて
いる移動局ＵＥであって、無線基地局ｅＮＢから、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒ
ｒｉｅｒ」の各々に対して適用するＴＡを受信するように構成されているＴＡ受信部２１
と、ＴＡ受信部２１によって受信されたＴＡに基づいて、複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　
Ｃａｒｒｉｅｒ」の各々における上り信号の送信タイミングを調整するように構成されて
いる送信部２２とを具備することを要旨とする。
【００６９】
　本実施形態の第３の特徴において、ＴＡ受信部２１は、移動局ＵＥ内の同一の受信機に
よって処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」に対して、同一のＴＡ
を受信するように構成されていてもよい。
【００７０】
　本実施形態の第３の特徴において、ＴＡ受信部２１は、移動局ＵＥ内の異なる受信機に
よって処理される複数の「Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ」に対して、異なるＴＡ
を受信するように構成されていてもよい。
【００７１】
　なお、上述の無線基地局ｅＮＢ及び移動局ＵＥの動作は、ハードウェアによって実施さ
れてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって実施され
てもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００７２】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００７３】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、無線基地局ｅＮＢ及び移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。また、かか
る記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして無線基地局ｅＮＢ及
び移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。
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【００７４】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
従って、本明細書の記載は、例示説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限
的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００７５】
ｅＮＢ…無線基地局
１１…受信部
１２…送信部
１３…ＴＡ管理部
１４…ＣＡ管理部
ＵＥ…移動局
２１…ＴＡ受信部
２２…送信部

【図１】 【図２】
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